
〈中学校 外国 語(英 語)部 会 〉

研 究 主 題 ・副 主 題

個 に応 じた指導の充実を図る指導内容 ・方法の研究開発

一 「話す こと」の基礎的な能力を養 う指導方法の工夫 ・改善 一

研 究 の 概 要

「話す こ と1の 種類 と到達 度 の分類 に関す る表 を設定 し、習 熟 の程度 に応 じた計画 的 ・継

続 的 な指 導 方法 の工 夫 ・改 善 につい て研究 開発 を行 う。

1研 究 の 目 的

学 習指 導要 領 で は、外 国語科 の 目標 を 「外 国語 を通 して、言 語や 文化 に対 す る理解 を深 め 、

積極 的 に コ ミュニ ケー シ ョンを図 ろ うとす る態度 の育成 を図 り、 聞 くこ とや 話す こ とな どの実

践 的 コ ミュニ ケー シ ョン能 力 の基 礎 を養 う」 と してい る。 更 に 「聞 く こ と」 「話 す こ と」 「読

む こ と」 「書 くこ と」の4つ の言 語 活 動 につ いて 具体的 な 目標 を設定 して い る。そ の 中 でr話

す こ と」 に っい ては 、 「英 語 で話 す こ とにつ いて慣 れ親 しみ 、初 歩的 な 英 語 を用い て 自分 の考

えな どを話す こ とがで き る よ うにす る」 と示 され てい る。'平成16年 度 の 「児 童 ・生徒 の学 力

向 上 を 図 るため の調 査」 の結 果 か らみ る と、 「話す こ と」 に つ いて は、 おお む ね 良好 とは言 え

な い状 況 で あ る と考 え られ る。

これ らの状 況 を改善す るた めに 、学 習指導 要領 の 「基 準性 」 を踏 ま えて 、学 習指 導要 領 に明

示 され た 「話 す こと」 の 目標 の実 現に 資す る指導 内容や 方 法 の工 夫改善 を図 る とと もに、生 徒

の 習熟 の程度 と、個 に応 じた指 導 を充 実 させ て い くこ とが 重要 と考 え、本研 究 開発 を行 った 。

皿 研 究 の 方 法

1他 の領 域 との 関連 を 図った 「話す こ と」 の指導 方法 を 工夫 す る。

(1)「 話す こ と」 を含 む言 語活 動 の組 み合 わせ にっい て研 究す る、

(2)各 課の 内容 に応 じて言 語活 動 の組 み合 わせ を 工夫 し、年 間指 導計 画へ位 置付 ける。

(3)生 徒 の個 に応 じた 具体 的な手 だ て を工夫す る。

2「 話す こ と」 の表 現 の能力 を 高 め る課題 とそ の指 導方 法 を工 夫す る。

(1)言 語 の使用 場面 や言 語 の働 き を一層広 げ るた めに要 求 され る課題 につ い て研 究す る。

(2)コ ミュニ ケー シ ョン活 動 に対す る生徒 の興味 ・関心 を喚 起す る指 導 の在 り方 にっ い て工

夫 す る。

(3)生 徒 の個 に応 じた 具体 的な 手だ て を工夫す る。

皿 研 究 の 内 容

1目 指す 生徒 像 の設 定

「話す こ と」につ いて 、本 委員 会 が 目指す 生徒像 を 「自分 が 興味 ・関 心 を もった こ とや 相

手 が尋 ね て きた こ とに対 して、楽 しみな が ら英語 で 自分 の意 見や 感想 を述べ るこ とがで き る

生徒 」 と設 定 した。

2「 話 す こ と」の種類 と到 達度 の 分類 の設 定

「話 す こ と」 にっ いて 、 「目指 す 生徒 像 」 の実 現 を図 る ため に 「話 す こ と」の 「種 類 」 と

「到 達度 」 とい う二つの 視 点か ら とらえてみ るこ とに した。
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「到 達度 」 とい う二つ の視 点 か ら とらえてみ る こ とに した。

「種類 」 につ いて は、英語 が 実 際 に使用 され る場 面や 教 室 で の状況 を考 慮 し、会話

(Conversation)、 ス ピー チ(Spe㏄h)、 デ ィベ ー ト(Debate)、 の三 つ に分 けた。 ま た 、 「到 達

度 」 を考 える に当 たって は 、生 徒 の習 熟 の程 度 に沿 って全 くの基礎(S叩erBa5i。)か ら

即 興 的 に表 現可能 な段 階(㎞pnomptu1Free)ま で 四つ の 段階 を設 定 し、研 究 を進 めた。

SuperBasic:英 語をほ とん ど理解 していない生律が極めて基礎的な英語を学ぶ段階。

BasiclContrelledl教 師か ら多 くの指示 ・助言を受けなが ら基礎的な英語 を学ぶ段階。

ihtermediate':自発的な表現力 ・応用力 を部分 的に使いなが ら英語を学ぶ段階。

impromptulFre。:自 発的な表現力 ・応用力を大いに発揮 しなが ら英語 を学ぷ段階。

「種類Jを 縦軸 に し 「到達度」 を横軸に して組み合わせ 、交差 してで きた枠内に学習(指 導)内

容 を当てはめてみたのが、下の表である。

r話 す こと」の種類と到達度の分類に関する表

1達度

種類

SuperBa5i。 Bagiol

Controlled

Intemedj昌te 1皿promp血1

Free

Convorsation

アルフ ァベ ッ ト

の習得(音 素 ・

発音)

使用頻度の高い

単語 ・語句の習

得(発 音 ・意味

・使用法等)

基礎的 な文法事

項の習得

簡 単 な つ な ぎ

言 葉 ・相 づ ち

等 の習 得

ア イ ・コ ン タ

ク トな どマ ナ

ー の習得

醇to.

教 科 書 の 音 読 ・暗 唱

Pa撫 …mp鷹 虹Ge

Skitに よ るPairWork

InterviowGamo

etc.

教 師 と生 徒 のQ&A

ALTと の話 題 限 定 の英

会 話

敵 科 書 を使 っ たSkit

Cont¢5t

etc.

教 師 と のF隅T・lking

ALTとFr㏄ 丁自lking

生 徒 同 士 のF爬 已T団kinε

(サ ロ ン ・イ ン グ リシ ュ 等)

生 徒 自作 のSldtC。nt。5t

etc.

Speeck

教 科 書 の 音 読 ・暗 唱

P曲rnp田 。ti。。

教 科 書 等 の ス ピー チ原 稿 に

よる 発 表

キ ー ワー ドを 使 っ ての 暗 唱

臼tc.

自 作 原 稿 を 使 っ て の

Show&Toll

絵 ・写 真 ・映 像 な ど を 英

語 で描 写 す る 活 動

自 作 原 稿 を使 っ て の

sρ㏄oh

R叩 耐u面 。n活 動etc.

原稿 無 しのSh。w乱Te11

原 稿 に 頼 らな いSp郡oh

とそ の 後 のi即r㎝P加

なQ&A

eto.

Debate

教 科 書 の音 読 ・暗 唱

P旦"。rnprロ。"㏄

D¢bateで 使 用 され る語 句 ・

表 現 の習 得

Dobal¢ の 方 法 ・ル ー ル等 の

習 得 。to.

教 師 と生 徒 とのQ位A

ALTと のQ&A

教 科 書 等 のDobatoの モ デ

ル を 使 っ たR。1信Play

eto.

入 念 に 収 集 し 理 解 し た

資 料 に 基 づ き 、

impromptuな 発 言 を 交 え

たDoba加

εtc.

本 表は、指導者 が見通 しをもって 「話すこ と」の言語活動 をより具体的 に展開 してい く上で、一っ

の 目安になる。なお、この表を基 に生徒に対 して言語活動を行わせ るとき、配慮事項 として① 個に応

じた指導 との関連 ②学年や年間指導計画 との関連 ③評価 との関連 ④他の言語活動(聞 く ・読む

・書 く)と の関連 ⑤家庭学習 との関連等が挙げられ る。
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【Conversation】
1.活 動 の ね らい

生徒が楽 しみなが ら英語 でコミュニケー ション活動ができるように、毎授業にrQ&A」 、

rpairwerk」 、fgroupwork」 等を取 り入れ、生徒の「話す ことの能力」と「意欲」が向上する指導 と工夫

を行 う。

2.指 導 計 画 例(第1学 年 初 期 か ら 第3学 年)

毎授業に各1回 程度 を目標 とする。教科書の内容、既習の単語(語 句)、 文法に沿った言語活動を

基本 とする。1回 の指導 にかける時間は約5分 ～10分 程度 とする。

3.指 導 内 容 ・方 法 の 例

(1)Basic

英語の基礎学力をっ け、興味・関心をもたせ るために授業の中にイ ンタビューゲー ムな どを取

り入れ る。

活動例1〈 おも しろインタビュー ゲーム〉

① 下記のよ うな質問が15文 程度書いてある用紙 を配 り、英文のchorusreadingを 行 う。

②reading後 、全員 目を閉 じさせ る。

③ 教師は、全員の生徒が 目を閉じたこ とを確認 し、数人(4人 程度)に 合図をす る。

(教師か ら合図を送 られた生徒がj。kcrと なる。)

④ 教師の合図で全員が 目を開け、5分 間で友達や先生 に用紙 に書いてある質問す る。

⑤ 答 えて もらった人に、用紙のnameの 欄にサイ ンを もらう。

⑥ 答 え方Yes!N。 のみは無効 となることを注意す る。

⑦ 時間で着席させポイン トを発表する。(ポ イン トは毎回変えると活動が活発になる。)

(例)同 性に質問→1点 、異性 に質問→2点 、先生 に質問→3点

⑧ 点数発表後、誰がjokerか を発表す る。jokerに 質問 した場合は、すべ て0点 となる。

0鵬stion N㎜ 自 Pohlt

1Aτey。 凹 呂s㎞dcnt?

2How置reyou?

3Aleyouate皿ni5fan?

4Doyouhkemolon霞?

5Aroyo凹fbmTokyo?

6Doyo世playt血epiano?

----桶 ユ… ♂㍉一 嚇 一一幽w-「 一
一 一噸

〈指導上の留意点 〉 個々の生徒の習熟の程度に応 じた 「話す こと」の力が向上す るために、 ゲー

ムの開始前に答 の仕方 にっいて次の ような指示を与 える.

① 質問に対す る返答 を1文 のみで答える。(Basic)

② 返答のみでな く、理 由も加 え2文 で答 える。(lntermediate)

③3文 以上の英文で具体的に返答す る,(Free)
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(2)In緊}rmcdiale

既 習 事 項 を使 い 、 自分 が 感 じた こ とや 見 た こ と に つ い て 、 相 手 に 適 切 に 英 語 で 伝 え る

こ と が で き る よ うに な るた め にTell&Guessな どの 活 動 が 有 効 で あ る 。

活 動 例II〈Tol1&Guoss>

① 各 グ ル ー プ に カ ー ドを 配 る。1例1

② カー ドは裏返 しの状態 で机 に置 き、順番 に1枚 ず っ

引 く,カ ー ドを引 いた生 徒 は、 そのカ ー ドにつ い て

の ヒン トを3文 の英 語 で伝 える。

③ ヒン トを聞いた生徒はそのカー ドが何かを推測 して答える。

④ 推測があたった生徒がそのカー ドをもらえる。

⑤ 一番多 くとった生徒が勝 ち。

〈指 導上 の留意 点 〉 習熟 の 程度 に応 じて

1:単 語 だ けで伝 える

2:単 語 と文 章 で伝 え る

31文 章 だ けで伝 え る とい う段 階 を設 けるe

生 徒 は 自分 が1・2・3の どの段 階 を使 うの か

を示 して か ら始 める。

A:Itiswhite.

Wecanseeiti皿Winter.

It語ve署yoold.

B:lsit5now?

A:That'srightl

(3)Free

自分 の 興味 ・関心 のあ る こ とや相 手 の尋ね て きた こ とにつ いて 、楽 しみ なが ら英 語で

話せ る よ うに な るた めにサ ロン ・イ ン グ リッシ ュな どの活 動 が有 効 で ある。

活 動例 皿 くサ ロン ・イ ン グ リッシ ュ〉

① 机 の位置 を変 える。(下 記座 席配 置 イメー ジ参 照)

② 教 師がテ ーマ を板 書 し、そ のテー マ につ い て思 いつ く単語や 表 現 を 自由 に発 言 さ

せ る。

③ 黒板 に書 かれ た単語 等 を ヒン トに し、テー マ につ いて英 語 で会 話を始 め る。

時 間 は学年や 時期 にあわせ て設 定す る。 例=学 年X1分

時 間や 学年 に応 じて 「最低 で も3文 は話 す」 な どの 目標 を設 定す る。

④ 時 間 にな った ら席 を時 計回 りに移 動 し次の合 図 で新 しい 相 手 と会 話 を始 め る。

〈指 導上 の留意 点 〉 習熟 の程 度 に応 じて 「ヒン トカー ド」 を 与 え る。

　ジ一メイ置配席座【

置
〕

囎8輸8
⑨
0
∪

伽
∩
Ot
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【Speech】

1.活 動のね らい

次のよ うな段階的手順を経て生徒に自信 をつ けさせ 、r話 す こと」とりわけス ビーチ活動の活性化

を図る。

手 順1 教科書な どを活用 し、スピーチに有効な表現を短時間 ・継続的に音読及び暗唱 させ る

ことで生徒一人一人に自信 をもたせ る。

手 順2 4人 ～5人 の班を設定 し、比較的イ ンフォーマル な状況の中でス ピーチを順番 に行い、

全体の前で行 う事前段階 とす る。

手 順3 聞き手の生徒から内容について質問がなされれば、より自然な環境で言語活動が活発
,

になる。そのため、手順1同 様 、ス ビーチ に対 して有効 な疑問文を使 った表現の音読練

習及 び暗唱をさせる。

以上の ような手順を経れば、発話量 を増や し、Fre。の段階へ近づ くことがで きる。

2.指 導計 画例(第1学 年 中期 ■・v第3学 年)

ながれ 活動内容 備考

1英 語インプ ッ ト 教科書や教科書のス ビーチをもとに してス ピーチ 作文以外の各活動は3

原稿 を作成す る。(→ 資料1) ～5分 以内

ス ピL一チの完成及び反復練習・暗記

Basio 回数に関 して は、学年

疑問文を使った表現の反復練習 ・暗記(→ 資料2) や 目標到達度 によって

Ba5ic 異 な る。

2ス ピーチを円滑に サ ロンス ピーチ…4人 一組の小 グループの中で順 資料2を 見ながらでも

行 うための活動 番 にス ビーチ を行 う。 それに対 して英語で質問す よ い 。

る 。Ba5ヨG/工 皿t㎝ ¢di飢¢

3ス ピー チ クラスでス ピーチを行い、その場で英語のQ&A 個人別の評価 シー トを

を行 う。Intロmedi鵡 配付す る。(→ 資料3)

複数のテーマ などを提示 し、その場で生徒に選択

させ るこ ともで きる。

F爬e

1の 段階では反復練習(ス ピー チの暗記、疑問文を使 った表現の暗記)を 十分に行い、英語をインプ

ッ トする。2の 段階では、4人 一組の小集 団の中でス ピーチを発表す る。聞き手はス ピごチの内客 を

知 らないので、聞 く姿勢 も要求 され る。3の 段階ではス ピーチを全体の前で行 う。また複数のテーマ

を設定す ることに よってFreeの 段階へ近づ くことができる。
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3.指 導内容i方 法例

(1)Basic

教科書のス ピーチを暗記 させた り、夏季休業中の宿題

をべ一 スに して1年 次は5文 程度、2年 次は10文 以内、

3年 次 は10文 以上の英文 を作 り暗記 させる。この暗記を

継続 的に行 い、ペ ア を作 りワー クシー トの相互 点検 を

す る。 この相互点検を通 して 自分の言いたい ことを相 手に

明確 に伝え られ るようにす る。(資 料1)

同時 に次段階 の準備 として疑間文例 をあげたワークシー

ト(資料2)を 使用 し、同様 に暗記、相互点検 をさせる。

この段階では、英文 が読 めない生徒や、音読のスピー ドで

生徒 によ り差が 出ることが考え られ る。 この揚合には、

Wodksheet

下 記 の 単 語 を参 考 に

して 友 だ ち を 紹 介 しな

さい 。

Use丘11werds

enjoylwalklgoshopping

(資料1)

chorusreadingを 増や した り、相 互点検 の時 間 を多少長 めに とる。

(2)Intermediate

この段階は生徒個人 としてスピーチの暗記ができる状態で

あるが、代表的な疑問文をある程度言えるようになってい る.

Freeの 段階へ近づ く準備 として4人 ～5人 一組でス ピーチを

順番 に行 う。聞き手の生徒は、ワークシー ト(資料2)を 見な

が ら、話 し手にス ピーチの内容についての質問をす る。ス ピ

ーチを暗記 し、内窓 にっ いて応答す ることが 目標である。そ

の際、ポイン トやゲーム的な要素を取 り入れ、whの 疑問文

質問 のた めの練習

Thisismy丘iend,Taro,

←11sthisyourfriend?

2VVhoi畠yourfriend?

(資料2)

を積極的に用い る。ス ピーチの内容 について適切に質問す ることができるよ う、指導する。答え方

はた とえ1語 で あってもこの段階では良い。Freeの 段階に近づ くために、クラス全員の前でのス

ピーチをす る。方法 としては、授業の最初の時間に、数人ず つスピーチ発表を行 う。発表 日は、生

徒に事前に知 らせてお く。 内容に対する応答は2文 程度である。各生徒は評価 シー ト{資料3)を

使用 し、そこに、大切なところをメモ しなが ら友達のス ピーチを聞き、よりよいスピーチなるよう

に評価や ア ドバイスを記入 させ る。

(3)Free

Freeの 段階に近づける手段 としては、事前にテー

マ を複数提示 し、その場で話 し手に選ばせる方法もあ

る.こ の段階で即時的なス ピーチ茄行えない生徒には

ス ピーチのひな形が記入 され ているシー トや空所が多

いシー ト等、数種類のシー トを用意 して、個に応 じた

手だてを行 うことが必要である。

評 価 シ ー ト

To;

声 の 大 き さ

ア イ コ ン タ ク ト

(資料3)
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【DcbatC】

1活 動のね らい

r自分の意見を聞き手に正 しく伝 わるように話す こと1の 活動 として、 主に第3学 年にお いては

デ ィベー トを取 り上げる.異 なる意見 自体がコ ミュニケー シ ョンの 目的 とな り、既習の語彙 ・文法

事項 ・文型を最大限に利用 しなが ら、英語で情報を整理 し、相互 に意見を述べ合 う活動 となる。

2指 導計画例(策2学 年後期～第3学 年)

学 年 に1回 程度 、第2学 年 で は 「比 較」 の学 習後 、第3学 年 で は3年 間の 学習 事 項 の ま

とめ と して 、活 動 を行 う。Basicの 段 階 は 、 エか月 程度授 業 毎 に5～10分 位 、Intermediatoか

らFreeは4～5時 間 を必 要 とす るe

3指 導内容 ・方法

(1>Basic

まず 、生 徒 に次 の よ うな表 か ら クラス ご とにテ ーマ を選 ばせ る。

次 に、想 定 問答 の よ うな原稿 を 日本語

で作 らせ る。生 徒 を3～4人 の グル ー プに

分 け 、全員 で考 えて 同 じ原 稿 を作 らせ る。

これ をで き る限 り英 語 にす る準 備時 間 を と

る。 単語 ・文法 ・リス ニ ン グのカ を付 け る

トレー ニ ン グは 、毎 回 の授 業 で教科 書 を進

めな が らも、少 しず つ繰 り返す よ うに して

お く。 例 えば、 デ ィベ ー トで よ く使 う言 い

回 しを一覧表 に し、 毎 回の授 業 でペ ア ワー

ク として繰 り返 させ る。 次 の よ うな ワー ク

シー トを作 ってペ アで 活動 させ る。

〈教師が提 案 したテー マの例 〉

・公立 中学校 は標 準服がいいか、私服がい いか

・高校に行 くぺ きか、行 かな くてもいいか

・英語は受験 重視か、会話重視 か

く生徒 が提案 したテーマの例 〉

・夏 と冬 では どっちがいいか

・電話 とメール では どっ ちが便利か

・サ ッカー と野球 は どっ ちがお もしろいか な ど

【ワー クシー ト】相 手 の意 見 ・考 えを 聞 く0ス ラス ラ読 めた △少 しつ か えたx言 え ない

1 V田haピsyouropinion(about～)? (～ につ い て の)あ な たの意 見 は。

2 Vい11atdoyou睦1hlk(about～)? (～ につ い て)ど う思 い ます か。

3 Doyouthink～? ～だ と思いますか。

4 Howaboutyou? あなたは どうです か。

5 Ihaveaquestionabo畦t～. ～について質問があ ります。

6 Iwanttoa5kabout～. ～ にっ いて質 問 した いの ですが。

ユ MayIaskyouabout～? ～ につ いて 質 問 して もい いです か。

〈指 導 上の留 意点 〉 ワー クシー トは生徒 をペ ア に して 、生 徒Aが 日本 語 、生 徒Bが 英 語 で

言 い 、小 さな口 の 中 にす らす ら読 めた らO、 少 しつか えた △ 、言 えな いX、 を生 徒Aが 記

入 してい く。2分 間 で交替 、Xは 次の時 間 に言 える よ うに してお くよ う指示す る.1か 月

程 度 で全 部 がOに な るこ とを 目標 に指 導す る。
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(2)Inte皿{∋Iiiate

生 徒 同士 の 日本 語 デ ィベ ー トで あ る程度 の感覚 をっ かん だ ら、今 度 は教師 と代 表 の班 の

間 で 見本 と して模 擬デ ィベ ー トを行 う.ま ず 、模擬 デ ィベ ー トを行 う班 の 中で役 割分 担 を

決 め させ る.

・立論(自 分 の側 の メ リッ トをい う)

・尋 問(そ れ に対 して反 対尋 問や 反 論 をす る)

・応 え(そ の反論 に対 して応 え る)

・反駁(相 手 の立論 や反 論 に さ らに反 論す る)

この よ うな 役割分 担 を終 えた後 、い よい

よ教 師対 生 徒 で英語 に よる模擬 デ ィベ ー ト

を行 う。 聞 い て い る生徒 全員 は ジ ャ ッジ と

して 、 どち らが勝 ったか を判 定す る。

ジ ャ ッジは、下 の よ うな フ ロー シー トを使 って行 う。 メモ の 取 り方、 よい とこ ろに○

をす る、な どを確認 し、判 定 させ る。 この とき、教 師 も黒 板 上 で大 き なフ ロー シー トに メ

モ を とって い く と、 どの よ うにすれ ば よいか がわ か る。 最 後 に フ ロー シー トを回収 して 、

どち らが勝 ったか を判 定す る。ALTと の模擬 デ ィベ ー トも同 じよ うな要領 で行 う。

この他 に教科 書 な どにの って い るDebateを モデ ル に してや ってみ るRolePlay、 サ マ リ

ー な どの よ うに、文章 を 自分 の言葉

で 言い 換 える こ とも効果 が あ る。

〈指導 上 の留 意点 〉 英 語 で書 けな

い生 徒 は 、 日本 語や カナ で 耳 に 入 っ

た 言葉 をメモ させ る。

デ ィ ベ ー ト ・ フ ロ ー シ ー ト

(3)Impro皿ptUlFree

い よ い よ本 番 の デ ィベ ー トを 行 う。

ま ず 、ク ラ ス を4っ の リー グ に分 け る。

リー グ 内 は 総 当 た り戦 とす るe1回 戦 で 、 対戦 相 手 と じゃ ん け ん を させ て 、勝 っ た 方 が 好

き な 方 の 意 見 を選 ぶ 。 負 け た 方 は 、 自分 が 賛成 しな い 意 見 の 方 を行 う、 そ の後 、 先 ほ どの

役 割 分 担 を 行 い 、 ジ ャ ッ ジの 班 に は フ ロー シー ト内 のa～hま で の 役 割 に 氏 名 を 書 か せ る。

1回 戦=AvsB(Cは ジ ャ ッ ジ)第1Y-一 グ*こ のようなり一グを
AO◎B敏 室内に4つ 作る。

2回 戦=BvsC(Aは ジ ャ ッ ジ)O◎

3回 戦 ・AvsC(Bは ジ ヤ ツジ)響.警

`班

制 限時 間(1分 程 度)の 中で 、 どち らが優勢 で あ ったか を判定 させ 、 リー グ内 で勝者 を

決 め る。 ジャ ッジは残 り全 員 がす る、デ ィベ ー トは ゲー ム的 要素 が多 い ので 、両方 の論 理

を 学習 す る こ とで 、立揚 の違 い を学 べ る よ うな揚 にす る。

〈指 導 上の留 意点 〉発 言 で きな い生徒 には、想定 問答集 を使 っ て班 の他 の二 人が あ る程 度

手 助 けす る、

一78一



【家庭学習 】

1Conversationで の例

下記の ようなカー ド等 を利用 して、毎 日、継続 して学習 させる。

(1)自 宅での学習内容

① 授業の最後に、「英語の質問に3文 以上で答 えられるよ うにす る」 とい う課題 を出す。

② 質問をカー ドに書かせ る。

③ その質問に対す る3文 以上の答 えをカー ドに書かせ、暗記 させ る。

(2)教 師に よる点検方法

次の授業の最初に、3文 以上で答 えられ るか、一人ずつ発表 させ る。

発表後、カー ドに自己評価 を記入 させ、提 出させ る。

Date Qu已5"on An5wer 自己評価

(課題の質問を書 く) (3文 以上書いて、暗記す る}

※自己評価:◎3文 以上02文 以上 ●1文 だけx宿 題忘れ

2Speechで の例

ス ピー チの原稿の作成 とロ頭練習を させる。

(1}自 宅での学習内容

① 既習の教科書本文を黙読 させ 、ス ピーチに役 立ちそ うな単語や表現に下線 を引かせ る。

② 下線部の一部 を他の単語に置 き換えて、英文を書かせる。

③ 同様に、卒業生や上級生が書いた模範 となる英文 も参考にさせ る。

④ す らす らと音読 できるように、できる限り既習の単語を使わせ、 口頭練習 をさせ る。

(2)教 師による点検方法

① 授業以外の時間を利用 して、事前に教師やALTの 前で リハーサルをさせ る。

② 小 グル ー プ 内での 発表 と相 互評価 を させ る。

3Debateで の例

① デ ィベー トで使 える基本的な単語や表現を復習 させる。

② 特定の論題についての情報を集め、英語で意見をまとめさせ る。

(1)自 宅での学習 内容

① 定型表現(自 分の意見を言 う、など)の 発音練習及び暗記をさせ る。

② 新聞、ニュース、イ ンターネ ッ ト等で論題に関す る情報を収集 させ る。

③ 収集 した情報等 を参考に して、 自分の意見の要点をま とめ させ る。

その際、デ ィベー トの相手側の反論を予想 させ、それに対す る意見 も準備 させる。

④ 授業で配布 された語い リス トや辞書等 を利用 して、自分の意 見を英文で表現 させ、書いた英

文の発音練習及び暗記 をさせる。

(2)教 師による点検方法

① 授業でのデ ィベー ト活動 にお ける英語表現を観察する。

② 英文を記録 した ノー トや ワー クシー トを提出 させる。
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IV研 究の成果 と課題

1成 果

0「 話 す こ と」 の種類 を 「C。nversation」 「Spe㏄h」 「Debate」 の 三つ に分類 す る こ とに よ り、英 語 が

実 際 に使 用 され る場面 に応 じた 指 導方 法 を よ り明確 にす るこ とがで きた。

〇 三 つ の種類 を通 して 、 目指 す 生徒 像 を設 定す るこ とで、教 師 が生 徒 に どの よ うな変 容 を求 めてい る

か 明 確 にな った。

Oさ らに、 「話す こと」 の到 達度 を 「SuperBasic」 「Basic」「intermediatel「lmpromptulFree」 の 四段

階 に分 けた こ とに よ り、 生徒 の 習熟 の 程度 に応 じた指 導 を明碓 にす る こ とが容 易 にな った。 この こ

とは、 個 に応 じた指導 の 具体化 を図 る上 で の基盤 とな って い る。

OCo皿versationの 指 導 にお いて は 、 「話す こ と」へ の意欲 ・関 心 を高め る活 動 を繰 り返 し行 うこ と

で 、抵 抗 な く英語 で話す こ とに慣 れ てき た 。 また 、(Super)Basicか ら殴 階 を踏 んで 指導 して い くこ

とで,「Free11mpromptu」 の活動 を 円滑 に行 うこ とがで きた。

OSpeechの 指導 にお いては 、教 師hS到 達度 を設 定LSuperBasic→Basic→intermediateへ 段階 的 に各

課 で継 続 的 に指 導 した。 この こ とに よ り、 「話 す こ と」の表 現の 能力 を向上 させ 、 英語 を 自分 の言葉

と して発 話す る こ とへ の意 欲 を高 め る こ とに つ なが った。 そ の結 果 、生 徒 一人 一 人 が個 に応 じて 自

信 を も ってス ピー チ活動 に臨 め るよ うにな っ た.

ODebatcの 指導 にお いて は 、デ ィベ ー トは 中 学生 には レベル が高 す ぎて 不 向 きで あ る とい う意 見 も

一 部 に あ るが
、生 徒 はデ ィベ ー トで相 手 に勝 つ た めに 自分 の気 持 ちを何 とか伝 え よ う と した。 この

こ とは 相 手 の意 見 を 聞 き取 り、 考 えを ま とめ、状 況 に応 じて英 語 で発 話 す る こ とにっ な が った。 一

っ のテ ー マ で勝 敗 を決 め、対 戦 相 手 を変 え繰 り返す こ とで 、 生徒 の発 話 が 習熟 し始 め 、既 習 事項 の

定 着 に もっ なが る こ とが わか った。Free(Debate)を 到 達度 と し、SuperBasieで は 定型句(デ ィベー

トで必 要 な表現 を含 む。)のQ&Aな どの繰 り返 し練 習 を行 った こ とに よ り、生 徒 の 中 にあ る 「話 す

こ と」 へ の意欲 が高 ま った。

2課 題

O生 徒 がどの程度 「話す こと」の能力を身に付けたか、 日々の授 業の槻察やspeakingtestな どを通

して評価 を適切 に行い、その結果 を生徒 の今後 の励み とな るように、フィー ドバ ックしてい く必要

がある。

Of話 す こ と」の家庭学習の形態 とその検証方法をより一層工夫 し、個に応 じた指導を行ってい く必

要溺ある。

O分 類表の各活動が年間指導計画の中で どの時期(学 年、学期な ど)に 、また 、どの習熟度の生徒

に指導す ることが効果的か、指導計画な ど引き続き検証 してい く必要がある。

O他 の三つの言語活動(聞 く ・読む ・書 く)と の関連について、今後 も検討 してい く必要がある。

O分 類 表は便宜上分 けた ものであるので、学習(指 導)内 容 を どちらの段階に位置付けるべきか明

確な分け方ができなかった部分 がある。今後 さらに詳 しく検討 してい く必要がある。
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